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宇久島の未来へ

パネル設置に向けた工事順調に

　パネル設置に向けた工事が順調に進んでいます。
　飯良、本飯良、大久保など各地区では、工事が進み、パネル下でも牧草を育
てられるよう背が高い営農型架台・パネルが並ぶ区域も増え始めました。
　神浦地区でも、５月中旬から、工事が本格的に始まりました。災害防止のた
めの「しがら柵」や「やげん緑化水路」などの設置や事業用地の伐採も始ま
り、今後、パネルを設置する工事を進めていく予定です。
　安全管理には十分に気を付け、少しでも早く発電事業が始められるよう作業
を進めてまいります。引き続きご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。



 「九州産業大学景観研究センター」（山下三
平センター長、九州産業大教授）の調査団
が5月30日から２日間、宇久島内の古井戸
や牧草地を現地調査しました。
　同センターは、生活の様子を伝える古い
建物や設備などを研究。これらを保護する
ため宇久島みらいエネルギー合同会社の委
託で、昨年から島内調査を続けています。
　今回、調査団は、宇久島神社宮司の月川
徹さんと神浦町地区で
公民館長を務める宮脇
薫さんの案内で、同地
区の共同井戸跡や水路
を調査しました。
　同センターは、これ
まで家屋や石垣なども
調べています。

九産大専門家らが島内を調査

月川さん（左）の説明を聞く調査団

連絡・相談窓口 事業に関するご質問、ご意見がありましたら下記までご連絡ください

📞 0959(57)3880（九電工事務所）担当：重吉 📞 0959(57)2411（宇久島総合開発事務所）担当：西

最新情報はホームページでご覧ください

Q　ターミナルの防犯カメラ設置の状況は？
A　行政との打ち合わせ中ですが、プライバシーの問題な
ど高いハードルがあります。今後も県や市と協議を進め
ます。

Q　武道館跡地に新築された宿舎の入居状況を教えてほ
しい。児童生徒が不安がらないよう配慮してほしい。
A　宿舎には九電工の社員が入居します。2棟で30部屋で
すが、現在は常駐者7人と短期の出張者が利用していま
す。前の歩道は通学路なので、安全対策を徹底します。

Q　資材運搬用の専用船が毎日入港しているが、運搬用
大型車の走行の安全対策について、当初の説明通り守っ
てほしい。
A　専用船は午前9時に到着、約2時間滞在し、伊万里港
に戻ります。運搬車には先導車をつけ要所に誘導員を配
置しています。

Q　現在、160人の作業員が従事。ピーク時はどの程度
になるか。
A　500人を超える想定ですが、ピークが続くのは約1年
程度と予想しています。

Q　警察OBの方による見守り活動は、2人から1人に減っ
た。作業員が増えるようであ
れば、増員を検討してほしい。
A　見守り活動は警察や学校
関係者も行っており、警察O
Bが1人でも支障はないと判断
しています。ただし、増員に
ついては検討したいと思いま
す。

　第13回安全防犯協議会が２月21日、宇久地区コミュニ
ティセンターで開催されました。主なご意見、ご質問は
次の通りです。

　西部堆肥舎（写真）が４月14日、飯良地
区にオープンしました。東部堆肥舎（平地
区）に次ぐ２カ所目の処理施設で、本格稼
働後は、島西部の畜産農家の方々から牛ふ
んの受け入れが可能となります。
　西部堆肥舎には、堆肥の発酵を促進する
専用の機械を設置。東部堆肥舎より２ケ月　
　　　　　　　　　ほど早く堆肥化できま　             　　　
　　　　　　　　　す。　出来上がった堆肥             　　
　　　　　　　　　は、堆肥組合に加入さ　　
　　　　　　　　　れている農家のみなさ
　　　　　　　　　んに利用していただき   
　　　　　　　　　ます。

西部堆肥舎がオープン

　宇久島メガソーラー事業が、日経BPの
WEBサイト「メガソーラービジネス」で紹
介されています。
　事業内容を分かりやすくまとめていただ
いているだけでなく、事業の
意義についても触れていただい
ています。　ぜひご一読ください。
記事はQRコードから読めます。

日経BPサイトで事業を紹介

https : //uku j ima-so lar .com/

　島内で発電した電気を集め、佐世保市本
土に送る拠点となる「交直変換所」（写真）
の建設工事が進み、外観がはっきりとして
きました。
　交直変換所は、島内で発電した交流の電
気を、送電ロスが少ない直流の電気に変換
する重要な施設です。建屋建築工事は最終
段階を迎え、間もなく建屋内に変換用機器
類を備え付けるため
の工事が始まろうと
しています。
　外観は、環境の専
門家の指導に基づき、
景観に配慮した仕様
としております。

交直変換所の建屋工事が着々と

　島内の小中高合同海岸清掃が６月13日、
大浜海水浴場であり、事業者や工事関係者
もほかの地域団体と一緒に参加しました。
　前日の雨で順延開催となった当日も、朝
から雨が降ったりやんだりする不安定な空
模様となりました。それでも、参加者は、
海岸に漂着した大量の
プラスチックごみやペ
ットボトル、大きな漁
具などのごみを、雨に
濡れながら、懸命に集
めました。

小中高合同海岸清掃に参加

第13回安全防犯協議会を開催


